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三田社会学第5号(2000)

有賀 社 会学 の批判 的継 承 に向 けて

学史研究の今 日的意義

三浦 直子

1.問 題の所在

 有賀 喜左 衛 門(1897-1979)は 、わが国 にお け る実証 的な郷土研 究 を開拓 し、戦前 ・戦後

の社会学 に大 きな影響 を与 えた研 究者である。農村 ・家族 ・民俗 とい った枠組 みに収 まらない

豊穣 な有賀社 会学 を、今 日いかに批 判的 に継承 で きるのか。 それが、 この小論 の問題設定であ

る。

 近代 日本の社 会学創立期 にあ って、 まさに研究者 自 らの位置する 「社会」 を対象 とす る社会

学 では、研 究者 をと りまく歴 史的 ・社会的現実 の動 向 と政治的 ・思想的背景 、自身の生活経験

を通 じた問題設定や研 究姿勢 の形成、そ して学界 の潮流や論壇の問題 とが幾重 に も複雑 に交叉

する中で、調査 ・研 究がな されて きた。そ こで、激動す る社会情勢の行 く末を思 い描 きつつ、

自らの生 きる近代 日本 を手探 りなが ら捉 えようとして きた 「一個人」 としての有賀喜左衛門の

姿に注 目す ることで、学 史研究の新 たな地平が開けるのではないか と考 える。本稿 では、有賀

の生活 史 と学問形成、近代 日本 の社会変動 とを関連づ けて検討す るとい う視 点を採用 し、彼の

軌跡 を辿 るこ とを通 して、学 史研究 の今 日的意義について考察 してみたい。 (紙面の都合上、

有賀の生涯 につ いての詳細 な分析 は別稿 にゆず り、試案 としての素描 にとどめる ことをご了解

いただきたい。)

2.有 賀喜左衛 門と生活史 ・学問形成 ・社会変動

 有賀喜左衛 門は、1897(明 治30)年1月 に長野県上伊那郡朝 日村平 出の裕福 な庄屋 に生 ま

れ る。父 ・喜左衛門六世 は、30歳(1889年)で 「平 出英 数学会」 とい う私塾 を創 立 し、同

村の文化 ・教育運動の推 進に努め た教育者で もあった。9歳 で父 を亡 くし、七代 目喜左衛 門を

襲名 した有賀 に も、村への実践 的関わ りとい う父の姿勢 は受 け継がれたであろ う。大地主で も

あった有賀 は、幼い なが らも親方 として分家や子方 を庇護 し、 ときに深夜 まで年長者 であ る彼

らの相 談に乗 るなど、平出ムラの生活組織の 中核的家の家長 として、指導的立場 に立たされ る

こととなる。 こうした村への責任感 や実践的関わ りの必要性 の自覚 は、終戦直後 に故郷 ・平出

ムラへ戻 り、食糧増産運動や農事講習会 な どの村へ の奉仕活動 を積極的 に行なったこ とにも見

出される。有賀 自身が回顧する ように、まさ しく彼 に とって研究の根底 をな した ものは、彼 自

身が過 ごしたムラでの生活であった といえよう。 「生活 の場」 としての村への実践 的な関 わ り

方 は、後のモ ノグラフを用いた村 落調査や、実際の村 の生 活に密着 した研 究姿勢へ の萌芽 と見

ることがで きる。
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 仙 台の第二高等学校 へ進学 した有賀 は、同期 の渋沢敬三 ・後輩 の岡政雄 など、後の研 究を方

向づ ける生涯の友 と出会 う。卒業後 は吉野作造 に師事すべ く東 京帝大法学部 を受験 する も失敗

し、やむな く京都帝国大学 法学部 に入学 した。戦前であ った当時(1918年)の 地方 出身者 の

大学進学率 を考慮 すれば、有賀が 「恵 まれた者」 「選ばれた者」 としてのエ リー トの負 い 目と

共 に、地域 ・社 会貢献 という使命感 を抱 いて吉野法学への期待 を膨 らませていた ことは想像 に

難 くない。 しか し大学受験挫折の経験 は、有賀 に京都 ・奈 良の仏教美術への関心 を高め させ、

他方で吉野法学 を志 した有賀の ヒューマニズムは、大正デモ クラシーの時代にあって、クロポ

トキ ンらアナーキズムに心酔 し、 トルス トイや 『白樺』派 文学 に熱 中 し、河上肇 の資本主義経

済の分析の講義 に触れマルクス主義へ と関心を寄せることとなる。折 しも大学入学の翌年 には、

当時 日本の属 州 とされた朝鮮半島において 「万歳騒動事件」 と呼 ばれた 「三 ・一独立運動」が

生 じ、1カ 月以上 にわた り衝突が朝鮮全土で続 いた。 これに対 して、 「白樺」同人の柳宗悦が

「朝鮮人 を想ふ」 とい う新聞記事 を発表。民族 ・文化へ の理解 を欠いた朝鮮 政策へ の柳の痛烈

な批判 とヒューマニズムは、有賀に強い感銘 を与 えている。こ うした関心の推移 か らか、有賀

は京都帝大 を1年 で退学、東京帝国大学文学部(美 術 史学専攻)に 入学 し直 し、上京後は柳

宗悦 の元 を訪れて彼 を師と仰 ぎ、r白 樺』の編集 にも携わるようになった。

 卒業論文 で は、柳 の影響 の もと、反対 する主任教授 を説 き伏せ て、当時軽 視 され ていた属

州 ・朝鮮 の仏教美術 について まとめている。 ここにも有賀 の ヒューマニズム と時 の権力への反

骨精神 を認め るこ とがで きよう。論文作成の ため、慶州 ・平壌の仏教美術 を1カ 月余 りかけ

て観察する中で、有賀 は、 これ ら朝鮮 の仏教美術の根源 的理解 のため には、仏像 を造 った人々

の生活 と心情 の根底 まで分け入る必要 を痛感す る。 このこ とは、後の民俗 学へ の接近 を準備す

る体験 となった。 また、朝鮮 滞在 を通 じて 日本の植民 地支 配の過酷 な現実 を目の当た りに し、

(自 らを含む)支 配者 ・日本 人の悪態 に嫌悪 と反省の眼差 しを向けて いる。1922年 に卒業論

文 「新 羅の仏教美術:慶 州石窟庵 を中心 として」 を著 し、同大学美術 史学科大学 院へ進学する

と、 「白樺」 派同人たち と 『創作』 を刊行 して文芸 ・美術論 を展 開 した。1923年 には田舎劇

として戯曲 「吹雪」 を発表 し、大正戯 曲時代 において好評 を得てい る。吹雪 の中を飛 び出すア

ナーキス ト青年 に、マ ルクス主義や アナーキズムに行 き詰 まった有賀 自身の内面告 白を読み取

るならば、青年 の父に代表 させ る農民の生活の前 に、エ リー ト青年の借 り物 の理論 は空虚であ

ることを自ら再確認す るための作 品であ った といえ よう。 この戯 曲発表 を境 に、有賀 は徐 々に

美術 史学か ら民俗学へ と研 究の足場 を移行 ・確 立 してい く。加 えて、同 じく1923年 には、関

東大震 災後の混乱の中で各地で朝鮮 人の虐殺事件 が生 じてお り、卒論作成以来、朝鮮の人々の

生 活に深 い関心 を寄せていた有賀 は、大 きな衝 撃 を受 けた。同時に この時期 は、第一次大戦後

か ら第二次大戦初めの 「戦 間期」で もあ り、個 人 ・家 ・村落 ・都 市 ・国家 ・国際的規模 の変革

期 にあって、彼が 自らの道を見つめる契機 となったようである。

 大学院を修了 した翌1924年 、岡正雄 の紹介で柳 田国男 に師事 する と、有賀 は急速 に民俗学

に傾注 し、折 口信夫 ・田辺寿利 ・池上隆祐 ・中村吉治 らと交流 を深 めてい った。 (現地調査 を
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重視 して理論 を構築 してゆ く人類学 の手法、マ リノフスキーやラ ドクリフ=ブ ラウンの著作 に

触 れたの もこの時期 である。) これ ら学 的人 間関係 を通 じて、民 族学 ・民俗学 ・社 会学の

様 々 な学 会 の運営(民 族学 会 ・日本民 族学 会 ・社 会経 済 史学 会 な ど)、 雑誌 の創刊 ・編集

(「民族』 ・ 『民俗学』 ・ 『郷 土』 な ど)に 携わ り、 日本社会学界の周辺領域 の活性化 に貢献

した。他方で、1925年 か らは渋沢敬三 の主催す る 「アチ ック ・ミュ ウゼアム(後 の 日本常民

文化研究所)」 に参加 し、モ ノグラフに よる農村調査 を独 自に進 めるようになる。それは有賀

が、博識だが表層的な柳 田の研 究方法に不満 を覚 え、む しろ特 定の村 に深 く入 り込んで 「生活

を感ず る」 ことなしには村の複雑 な生活 を理解で きない、そ して各地 の村落のモ ノグラフを積

み重 ねて初めて 日本全体 の生活 を理解で きる、 と考 えたためであった。柳 田は兵庫の学者一家

に生 まれ育 ち、いわば異郷 を旅す る 「村の外部者」であ ったの に対 して、有賀 はあ くまで も自

らの生活の場であ る村に実践 的に関 わ り 「村 の内部者」で在 り続け ようとした。 こう した両者

の社会的出自の違いが、研究姿勢の相違 を生み出 した とい えるのではないか。 また、朝鮮訪 問

以来、民族 ・文化の多様性 ・土着性 に早 くか ら注 目していた有賀 は、西洋理論 を一般化 して当

てはめる既存 の研究姿勢 に疑 問 を抱 き、 日本独 自の視点 か ら村の生活 を把握す る こと、わが国

に即 した理論構築 を行 なうことの必要性 を自覚す る。 この ような視点か ら、当時論争 となって

いた小作慣行 について、従来の法律 的 ・マルクス主義経 済学 的解釈 を退け、歴 史的源流 を辿 り

つつ家 や 同族 団 との関連 か ら社 会学 的 に分析 を行 な った。 「名子の賦 役:小 作料 の原 義」

(1933)は 、各分野 か ら高 い評価 を受 け、後 に代表作 となる 『農村社会 の研究」(1938)、 『日本

家族制度と小作制度』(1943)へ と展開される。

 有賀の村に対するこうした研究姿勢が如実に現れているのが、岩手県二戸郡石神ムラの調査

である。1935年 に初めて石神ムラを訪れて以来、彼は 「大家族(複 合家族)」 の解体 ・戦後

の農地改革 ・高度経済成長下の変動 と、30年 に渡って調査 に従事 してお り、石神ムラを 「第

二の故郷」 とさえ呼んでいる。石神ムラの変遷を通 じて、戦前 ・戦後の日本社会の変化 を探究

しようとし、また30年 間の石神ムラの歴史の中に日本社会全体の行 く末と故郷 ・平出ムラに

おける自分自身の軌跡とを重ね見据えようとした有賀は、それゆえ目前の人々の生活の変化 を

心に刻むことなしには村の生活を理解することはできないという使命感を抱いていた。有賀に

とって 「民俗学」 とは、同時に社会変動を反映する 「現在学」 としての社会学であったのであ

る。このような有賀の研究姿勢は、在野の研究者で在 り続けた彼の周辺性 ・前衛性を想起させ

る。小作の人々に対する地主 としての責任 と負い目、朝鮮の人々に対する日本人としての自責

感、村落の人々に対する研究者 としての立場への自覚と反省といった、さまざまな次元での矛

盾と緊張関係を常に抱 えつつ、現場の生活を真摯に見つめ続けようとする有賀の境界人として

の学問的位置の基層には、まさに自らの社会的位置における両義性が作用 してきたのではない

だろうか。

 在野の研究者で在 り続けた有賀は、49歳 にしてようや く、戸田の再三の要請 を受けて東京

大学 の非常勤講師 を勤め る。 この ように、50歳 を 目前 とす るまで 自らを公的な 「師」 とする
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ことを快 しとしなかった有賀の批判精神や学問的権力への反発が、理論の押 しつけではなく、

現地のムラの人々の生活そのものを重視 しようとした彼の生涯にわたる研究姿勢に反映されて

いると見てとれよう。その後も数々の大学で非常勤を勤め(中 央警察学校 ・日本大学 ・日本女

子大学 ・東京高等師範学校 ・横浜国立大学 ・横浜市立大学など)、52歳 で東京教育大学の教

授に就任、初めてフルタイムの 「月給取 り」 となる。同時に、制度化の進む社会学界において

も積極的に共同研究 ・調査に参加 し(「 社会的緊張」の共同研究 ・九学会連合による対馬総合

調査など)、1952年 には秋葉隆 ・鈴木栄太郎 ・牧野巽らとともに村落研究会の創立を発起、

有賀の構想 した専門分野にとらわれない社会諸科学による村落社会の総合的研究を興 し、後続

の研究者 との交流 ・育成に努めた。定年退職後には、慶応義塾大学教授 ・日本女子大学学長を

歴任 し、また 日本社会学会会長 ・日本学術会議社会学研究連絡委員など社会学界の要職を兼任

する。周辺から中心へと、社会学界における有賀の位置は変化 したものの、晩年には私的に研

究会を開催 し、意欲的に研究を続けて文明 ・文化論にまで研究対象を広げている。1979年

10月 、体調を崩して義兄 ・池上隆祐の自宅に身を寄せるも間もなく入院、12月 に肺炎を患い

逝去(享 年82歳)。

3.結 語=学 史研究の今 日的意義

 以上、概観 して きたように、有賀喜左衛門の生活史 と研究姿勢の確立、近代 日本 の社会変動

とは、分かち難 く相互 に関連 している。有賀の著作に描 かれている研究成果 を十分 に理解す る

ためには、彼 を近代 日本 に生 きた 「一個人」 と して、その生活軌跡 を辿 るとともに、学的人間

関係 や近代 日本 の歴史的 ・社会 的文脈 、政治的 ・思想的背景 の把握 を前提 としな くてはならな

い。既存 の学 史研究 においては、著作(テ クス ト)の 「内的」読解が主流 であったが、 「テ ク

ス トが コンテクス トを一緒 に運んで くる」 (Bourdieu , P.)こ とを忘れて はな らない。学 史研

究 を行 な う際 に、著作 を中心 に理論内容 を 「学ぶ」 ので はな く、個々の研究者が 自らの生 きる

現実社会の 中に 「問 う」姿勢 を学んでい くとい う視点が必要 とされるのである。そのためには、

今後 の課題 と して、近代 日本社会 に生 きる個 人 としての研 究者 を出発点 として、彼の学問への

かかわ りや人間関係現象 を中心 と して ミクロなアプローチ を経由 し、学界動向 ・日本社会学 史

にお ける位置づけ ・現代社会学への影響 といったマクロな視点 ・理論へ とつ なげてい くとい う

研究視座が必要 となるだろう。

 他方で、 ここに描 き出された有賀社会学の道程 は、 ひるがえって近代 日本の社会学 自体が辿

って きた一つの知 的変遷 として、 またその超克の過程 として読 み解 くことがで きる。有賀社会

学 を批 判的に継承 するため には、彼 の研究内容 を現代か ら切 り離 された 「他者」 として、いわ

ば過去の遺物 として批判す るばか りでは、生産的 な議論 とはな りえない。む しろ、歴 史的 ・社

会的転換期 にあ り価値の多様化がす すんだ現代 日本 を的確 に捉 えるために、同様 に類稀 な歴史

的変動期 にあった近代 日本の社会学者 に とって、 自らが研 究を行 なう時代 ・地域 ・世相 ・生活

体験の影響 を受 けつつ、社会 をどう捉 えて きたのかを問い直す ことが重要 となる。それ は、近
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代 日本の社会学的研究のルーツと限界 とを指摘すると共に、現代における研究が内包する学説

的 ・制度的限界を自覚することで、私たちが 「自己」分析の道具 として有賀の学問的成果を批

判的に継承する道を切 り開くものである。近代と現代の間、また戦前 と戦後の間における学問

的成果の分断が指摘 されて久しいが、このような分析視点に立てば、学史研究は現代社会を捉

えるための大きな鍵 となりうるのである。
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